
 

令和８年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 尾間木中学校 ）     学校番号 ２１９                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 豊かな心をもち たくましく生きる生徒        

目 指 す 学 校 像 ○安全かつ安心して学び自己実現を目指す学校 ○教職員が協働し、共に学び合う学校 ○保護者・地域と共に歩む開かれた学校        

          

重 点 目 標 

１ デジタル学習基盤を活用した授業改善及び学習者主体の学びの推進 
２ 誰一人取り残さない発達支持的生徒指導と相談体制の充実 
３ 学校運営協議会（CS）を核とした地域と共に歩む開かれた学校づくりの推進 
４ 生徒が安全・安心に過ごせる環境の整備、及び利便性の高い教育環境の充実 
５ 業務の効率化と専門性の向上による教職員の幸せ（Well-being）の実現   

※重点目標は６つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 
      

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

□現状 

・学校は全体的に落ち着いており、生徒は授業規律を守

り概ね真面目に学習に取り組んでいる。 

・学習状況調査では、多くの教科で市平均や全国平均を

上回る、あるいは同等の正答率を示しており、基礎

的・基本的な「知識・技能」の定着状況は比較的良好

である。 

□課題 

・複数の情報を関連付けて読み解く力や、自らの考えを

論理的に記述する「思考力・判断力・表現力」に伸び

しろが残されている。 

・デジタル学習基盤を活用した、学習者主体の授業への

転換が求められている。 

・学校の授業において、タブレットを日常的に学びに活

用している生徒の割合が市平均と比べ 12 ポイント程度

低い。 

・デジタル学習基盤

を活用した授業改

善 

① 朝の時間にスタディサプリ等に主体的に取

り組んだり、タイピングを練習したりする

時間を設定し、自ら学ぶ力を高める。 

② クラウド上で学びの「振り返り」を実施

し、生徒が自己の課題を把握したり、学び

を調整したりできるようにする。 

③ 授業における生成ＡＩ活用について研究を

行い、生徒の主体的な学びのツールとして

活用できるようにする。 

●市学習状況調査における設問｢タブレット使

用頻度｣において、｢ほぼ毎日｣と回答した生

徒の割合が 60％以上であったか(R7:49.6)。 

●｢学びの指標｣アンケートの｢ＩＣＴ活用｣に

関する評価の平均値が 3.2 以上であったか

（R7:3.05）。 

●学校評価アンケート（生徒）「授業は楽し

く分かりやすいですか」の肯定的回答が

94％以上であったか（R7:93.2％）。 

 

 

 

  
・学習者主体の学び

の推進 

① 生徒自身が自分で学習課題を設定し、他者

との対話や協働により、自分の考えを広め

たり深めたりする授業を実践する。 

② 学習者主体の学びの視点に立った、教職員

相互の授業参観を活発化させることで、指

導力の向上を図る。 

③ 学校ＤＸ推進部を中心とした学び方改革に

係る年間を通じた校内研修を実施する。 

●「学びの指標」アンケートの「主体的な学

び」に関する評価の平均値が 3.3 以上であ

ったか（R7:3.3）。 

●市学習状況調査における質問項目「課題の

解決に向けて、自分で考え、自分から取り

組んでいますか」において、93%以上の肯定

的回答が得られたか（R7:92.3%）。 

   

2 

□現状 

・市学習状況調査での設問「学校に行くのが楽しい」に

肯定的な回答をした生徒の割合が市平均を上回り良好

な状況である。 

・学校評価アンケート（保護者）における設問「生徒を

よく理解し一人ひとりを大切にして伸ばそうとしてい

る。」では、肯定的な回答が 8 割を超えている。 

□課題 

・様々な課題等について、生徒一人ひとりに寄り添った

発達支持的な生徒指導や支援の充実が必要である。 

・Sola るーむや相談室を利用している生徒一人ひとりに

応じた学習環境整備が必要である。 

・生徒一人ひとりに

寄り添った発達支

持的な生徒指導や

教育相談の一層の

充実 

 

① スクールダッシュボード等の教育データ、

担任との「やりとり帳」等を用いた個々の

生徒の状況把握と情報共有を徹底する。 

② 週 1 回の生徒指導委員会、教育相談部会に

おいて、生徒の状況を丁寧に把握し、迅速

かつ組織的な対応を行う。 

③ さわやか相談室、Sola るーむにおける教職

員の支援体制や、オンラインを含めた効果

的な学習方法について検討を進める。 

④ ＳＣ・ＳＳＷをはじめとする専門職や関係

機関との連携を強化する。 

●学校評価アンケート（保護者）における設

問「生徒をよく理解し一人ひとりを大切に

して伸ばそうとしている。」の肯定的回答

が昨年度以上であったか（R7:82.8％）。 

●学校評価アンケート（生徒）における設問

「先生は悩みや相談に、親身になって応じ

てくれていると思いますか。」の肯定的回

答が昨年度以上であったか（R7:94.9％）。 

●市学習状況調査の設問「学校に行くのが楽

しい」に肯定的な回答をした生徒の割合が

昨年度以上であったか（R7:92.3％）。 

   

  

3 

□現状 

・学校運営協議会における熟議が充実してきており、目

指す生徒像や地域で協働できることについて、認識を

共有することができた。 

・市学習状況調査の設問「地域や社会をよくするために

何かしてみたいと思いますか。」に肯定的な回答をし

た生徒の割合が市平均を上回り良好な状況である。 

□課題 

・生徒と地域が繋がる場を広げ、地域と協働して尾間木

地区の魅力を生かした教育の実践が必要である。 

・地域との連携にあたって、教職員の働き方改革との両

立が課題である。 

・学校運営協議会に生徒が参画したり、地域と生徒が意

見交換をしたりする場を作る必要がある。 

・学校運営協議会と

の連携 

① 学校運営協議会委員に民間人材を新たに招

聘し、これからの社会を生きる子どもたち

に育成すべき資質・能力や、そのための教

育のあり方について熟議を行う。 

② 学校運営協議会に代表生徒が参画し、学校

生活や学習活動のあり方について意見表明

できる場を設けることで、生徒の主体的な

活動を促す。 

●学校評価アンケート（保護者）における設

問「学校は地域や保護者の願いを受けて、

前向きに取り組んでいる。」の肯定的回答

が昨年度以上であったか（R7:89.0％）。 

   

  

・家庭・地域との協

働による学校行事

やイベントの実施 

① ボランティア活動の充実を図るため、学校

運営協議会、地域の会合等を通じて呼びか

けを行い、生徒の活躍の場を広げる。 

② 小中合同心のあいさつ運動の継続（尾間木

小・大牧小・向小：年延べ 25 回） 

●市学習状況調査の設問「ボランティア活動

に参加したことがありますか。」に肯定的

な回答をした生徒の割合が昨年度以上であ

ったか（R7:81.8％）。   

●心のあいさつ運動を延べ 25 回、小学校と適

切に連携して実施できたか。 
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□現状 

・備品点検及び予算の適切な執行等により、施設は概ね

整っている。 

・学校評価アンケート（保護者）における設問「学校

は、よく環境整備がされていてきれいである。」で

は、肯定的な回答が 9 割を超えている。 

□課題 

・これまで学習者用タブレットの端末管理及び修繕管理

が徹底されておらず、生徒の学習に支障が出ることが

あった。 

・今後の改修を見通した、持続可能な教育環境整備、施

設管理の在り方を検討する必要がある。 

・利便性の高い教育

環境整備の実施 

① 学校ＤＸ推進部を中心に、端末と生徒の紐

付け、機器管理、修繕申請管理を徹底し、

１人１台端末環境を維持することで、生徒

の学習機会を保障する。 

② 個別最適な学びの実現に重点を置いた予算

編成、予算執行を実施する。 

●市学習状況調査における質問項目「タブレ

ット使用頻度」において、「ほぼ毎日」と

回答した生徒の割合が 60％以上であったか

（R7:49.6％）。 

   

  
・学校施設の安全管

理と適切な修繕の

実施 

① 毎月の安全点検の確実な実施と、要修繕箇

所等、適切な事後対応を実施する。 

② 管理職、事務職との定期的なミーティング

による予算執行管理の徹底と、中長期的な

視点を踏まえた施設整備を進める。 

●学校評価アンケート（保護者）における設

問「学校はよく環境整備がされていてきれ

いである。」の肯定的回答が昨年度数値を

維持しているか（R7:90.7％）。 

●消耗品・備品予算の執行率が 1 月時点で

91.0%以上であったか。 

   

5 

□現状 

・デジタル学習基盤を活用した学び方及び教え方改革に

ついて、学年･教科間での共通理解が十分でない。 

・ストレスチェック集団分析結果「仕事の量的負担･仕事

のコントロール」*リスク値 R7：男性 105、女性 94。 

 *ストレスチェックの結果から健康リスクの程度を数値化した指標。

全国平均を 100 とし、数値が高いほどストレスが高い状態を表す。 

□課題 

・学年主任や教務主任として全体を見ることができるよ

うな教員の育成が急務。 

・教師が教える授業から生徒が主体的に学ぶ授業への転

換が求められている。 

・業務の効率化並びに教職員の負担軽減を図るための具

体的な方策を講じる必要がある。 

・専門性の向上 

 
① 学び方･教え方改革に資する研修受講奨励

の実施と進捗の確認・見届けを行う。 

② 教科指導や生徒対応の基礎事項を早期に身

に付けさせるため、初任から３年以内の教

員の授業等参観と指導助言を実施する。 

●｢学びの指標｣アンケートの「主体的な学

び」及び「ＩＣＴの活用」に関する評価の

平均値が昨年度以上であったか（R7:主体

的･3.32、ＩＣＴ･3.05）。 

 

 

 

  
・教職員が情熱をも

って生徒と向き合

える「Well-being

な職場」の実現 

① クラウドサービスやＡＩ等のＩＣＴ活用及

びデジタル技術による業務フローの見直し

等により更なる業務の効率化を図る。 

② 働き方改革マスタープランに基づき、月 1

回定時退勤日を設定し実施する。 

③ 在校時間管理の徹底と、管理職との面談に

よる相談の充実。 

●｢教員等の勤務に関する意識調査｣における

負担感･多忙感を感じている割合が 90%以下

であったか（R7:100%）。 

●ストレスチェック集団分析結果「仕事の量

的負担･仕事のコントロール」リスク値：

（昨年度値：男性 105、女性 94 → 今年度

目標：男女ともに 95 以下） 
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